
1 
 

 

認定こども園旭幼稚園関係者評価表 

評価年月日 2018 年 5 月 29 日            評価者名（小野晃男・備前孟秋・横澤早苗） 

評価項目 評価（本園の行った自己評価の内容についてご意見、ご感想を自由に記述ください。） 

１－ア ・園全体で一人ひとりの状況を把握し、指導がなされていた。子ども達は時々の季節を

感じながら遊んでいた。 
・朝夕の教師会によって子どもの様子を話し合っていることは意義深い。それらを記録

化していく事が重要である。 
・月案・週案が保育の質の向上に資するものとなるように一層充実されたし。 

１－イ ・問題を子ども同士で解決できるように手助けし、見守ったことにより子どもの本来的

な力が関係の中で発揮され、育まれた。 
・自由保育への取り組みに尽力されている。成り行き任せの活動に終始しないよう計画

してほしい。 
・年齢ごとの活動もあり、発達に応じた多様な経験をすることができている。体育の観

点での活動が必要と感じる。 
１－ウ ・保護者会は年 3 回行われ、行事や保護者の意見に対する説明がなされた。参加できな

かった保護者へも文書で分かりやすく伝えられていた。 
・縦割自由保育の意義深さを積極的に発信することが求められる。保護者会で成果の一

端を紹介するなど、アピールに工夫が必要である。 
２－ア ・適宜、絵本やおもちゃの購入があった。 

・朝と帰りの集まりでの絵本の読み聞かせが行われている。幼児の情操や想像力の豊か

な形成のため、大事にして日課に位置づけたい。 
２－イ ・避難訓練が年に数回行われていた。 
２－ウ ・心身の健康上、全職員が設備を理解して使用するよう周知をすることが必要。 

・新しい設備については、これからも適宜検討をお願いしたい。 
３－ア ・年齢に応じて未就園児が親子で様々な体験をできる遊びの場を提供していた。 
３－イ 

 
・未満児クラスでは幼児組とは異なる遊びと保育を展開しており、親子ともに満足でき

た。 
・保育の効果について具体的な言葉での発信をしてほしい。 

４ ・保育者同士のつながりが深く感じられ、主担任・副担任ともに頼もしく、安心して子

どもを預けられた。子どものための学びを重ねてくださっている 
・主担任、副担任の二人構成での保育で、副担任の役割は大きい。活動の中で一員とな

って子どもの動きを引き出すこと、適応できない子どもへの対応と支援、主担任の補

助などを臨機応変にできるようにますます努めてほしい。 
・園内研修の継続・充実を期待する。研修が保育者の資質向上に密接につながることを

望む。 
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５ ・卒園・小学校進学後もサポートしてくださり、親子ともに喜びである。いつまでも見

守ってくださっていることがありがたい。 
・小学校との連携では、その子に即した理解(受容)をより深く捉えてもらえるよう在園

当時の尽力を誠実に伝える事が必要である。 
・発達の上で懸念のある子どもに関しては早期に適切な対応を図ることが大切に考えら

れている。関係機関との連携のもと、今後も保護者に寄り添いながら根気よく支援を

図っていけると良い。 
 

本園の行った自己評価について、上記以外のご意見、ご感想がありましたら記述ください。 

・教育目標に掲げられた「親と子の育ちの場の提供」がなされ、子どもは遊びの中で、親は子どもや保

護者同士の関わりの中で自然と学ぶことができた。この育ちの場は、保育者の子どもへの思いによっ

て形成されていることを感じることができた。これからも変わらぬ旭幼稚園の保育を地域と子ども達

のために続けていただきたい。 
・自己評価の記述が全体的に抽象的な表現になっている。本園の保育の主体的実践の立場が裏付けられ

る記述になるよう工夫が必要と思われる。 
・教育研究大会での発表は今後の本園保育の在り方に大切な指針を示してくれている。独自の保育のよ

り深い理解を保育者全員で明確に共有し、質の高い自由保育の実践をと願う。 
・神様の導きと守り、励ましによって旭幼稚園の教育目標が一層実現されるよう祈る。園児一人ひとり

とご家庭、保育に関わるすべての人の上に祝福がありますように。 
 
 


